




造林学ワークブック

森林は地球の陸地の１/３を占めている。地球全体からみると、森林はその１/10

を占めている。私たちの日本の約７割は森林である。森林は人類にとって身近な存

在であり、また私たちの生活にとって必要不可欠な存在である。

森林から私たちは木材をはじめ、きのこや山菜などの恩恵を受けるだけでなく、

森林から流れ出る水、生産される酸素を享受し、災害防止などの保全効果や、風景・

景観、保健休養などの効用も得ている。

森林・林業というと、第一次産業的なイメージが強い。これは自然、森林の恵み

をダイレクトに受けるからである。けれども、森林の持つ意義は産業的な意義だけ

ではなく、いまや地球規模で、また私たちの毎日の生活にとって大なり小なり何ら

かの影響を及ぼしている。都市化が進むことによって、生活の人工環境化が進むこ

とによって、むしろ森林の存在意義は高まりを見せているのだ。

本書は、大学で森林科学を学ぶ学生を対象に編んだ。しかし、読者の対象は幅広く、

自然、森林に関心を持つ一般の方々にとっても、森林を学ぶ上でのガイドブックと

して書いた。各地への旅行や行楽のおりにも、車窓からの森林の風景を眺めながら、

本書を手に取っていただきたい。

私たち人間の原点回帰は自然である。森林の中には私たち人間の暮らしの様々な

原点がある。はじめは遠い森林でなくてもいい。ぜひ身近な森林から歩みを進めて

いってほしいと願っている。

2022 年　立秋

実習を終えた演習林にて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　筆者
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1　

ୈ̍ষ　ং論

1�1　造林学とԿ͔ʁ　

造林学と、ͦ の໊の௨り、森ͮ͘りにؔ͢る学、科学Ͱ͋るɻ森ͮ͘りと͍͏と、

人͕山に苗木Λ植͑、ͦ れΛकり育てて͍͘、と͍͏イメージ͕಄にු͔Ϳɻし͔し、

実ࡍの森ͮ͘りͦれ͚ͩͰな͍ɻ風動物にΑる種子散布など、人ҝͰな͍

ʮ自然のྗʯにΑͬて森ͭ͘Βれて͍͘ɻ൱、人ҝΑり、自然にΑる森ͮ͘り

のྗのํ͕ང͔に大͖͍ɻͦして、ͦの地域の森林Λ保ଓͤ͞、健全に保ͬて͍͘

͜とまͨ、森ͮ͘りͰ͋るɻͭまり、森林Λͭ͘り、保ଓ͢る͜と、ଘ在ͤ͞ଓ

͚る͜とΛߟ究͢る͜と͕造林学なのͰ͋るɻ

造林、森ͮ͘りのओ体、樹木Ͱ͋るɻ樹木、木本植物、ං大成長Λして木Խ

し、樹種にΑͬて長大な体積とण命Λͭ࣋ɻまͨ、ͦ の成長、一生、植栽͞れͨ、

͋る͍ժ生͑ͨ土地の環境にΑͬてࠨӈ͞れるɻͦの土地の環境݅に、草本

植物ଞの木本植物、ඍ生物͔Βௗ類、ᄡೕ動物などの生物ཁ素、͞Βに土壌、水、

、ؔޓなどのແ生物のཁ素͕͋るɻ造林学と、͍Θ͜の樹木と環境との相ީؾ

相ޓ調の造తな科学Ͱ͋るɻ

森をͭくる：　造林学はڥ科学の࠷先の一ͭで͋る
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の発生など、自然環境の様ʑな課にͭࡂ、自然ؾԹஆԽ、ҟৗٿ日、地ࠓ

͍て目Λ͚る͜と͕多͍ɻ実、ͦれΒの中に͓͍て造林学࠷ઌの環境科学

Ͱ͋るɻؾมԽ、人ޱര発など、環境社会のม༰͕多͘͏͔͕͑る現代に͓͍て、

森林環境のͭ࣋、環境保全ػ、林産物生産ػ、保健ٳཆػなど͍ͣれͦ

のҙٛΛ高Ίて͍る͔ΒͰ͋るɻͦ͏しͨ様ʑな環境のઌにアプローチして

͍͘ଆ面まͨ、造林学のັྗͰ͋るɻ

1�2　現在の日本の森林・林業の課、

現在、日本の国土面積にΊる森林のׂ合、 7ׂͰ͋るɻ͜の森林率の高͞

͔Β、日本森林国Ͱ͋ると͢る͜と͕多͍ɻし͔しな͕Β、ͦの分にୡ͢る

面積の森林、人͕植͑ͨ人工林Ͱ͋り、ͦれୈ二次ੈք大ઓޙに植栽͞れͨ

70年生લޙの、し͔スギ、ヒノキと͍ͬͨ͘͝ݶΒれͨ樹種の人工林͕大Ͱ͋

るɻ͞ΒにͦれΒのスギ、ヒノキの人工林に、枝打ち間伐と͍ͬͨ、森林Λ健

͔な࢟に保ͭखೖれ作業Λしな͍まま、͍ͭの間に͔์置、͋る͍์͞غれͨ

しまͬͨʮ์置林ʯの比率高͍ɻͭまり森林率 7ׂと͍ͬͨ表͖の࢟、数

全国֤地に૿Ճしている「์ஔ林」
林চに২生はなく、ද土はྲྀれ、土่࠭れなͲのࡂの元ڟにもなる
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とཪෲに、実ࡍ͋りの森林͕֤地にΈΒれるの͕実ଶなのͩɻ

͞Βに課、森林に͚ͩ͋るのͰな͍ɻ現在、森林・林業にܞΘる࿑

ಇऀの高齢ԽのΈなΒͣ、ͦの࿑ಇऀの数ͦのの͕ͬݮて͍るɻ木材の୯Ձ

して͍るɻ

し͔しな͕Β、ͦの一ํͰ木材のधཁ、まͨ森林ͦののに対͢るधཁ高͍ɻ

特に風致保健ٳཆなどͰͦれݦஶͰ͋るɻ์置林の૿Ճとཪෲに、ʮ森林ʹ༊しʯ

と͍͏イメージ૿大して͍るɻ木材Λݐͨͬங࠶ͼޫ٭Λཋͼ、木材Λج調

としͨॅݐங͚ͩͰな͘、木Λ͋しΒ͓ͬͨしΌれなレストランカフΣ多͍ɻ

͜れΒの課事、എܠΛഎෛ֤ͬͨ地の森林ΛどのΑ͏に健全な࢟にし、ま

大͖な課Ͱ͋るɻ࠷ଓͤ͞て͍͔͘、ͦれ͕現在の日本の森林・林業の࣋ͨ

ͦ͜Ͱ、本ॻͰ、現在のզ͕国の森林・林業のॾ課とͦのղܾのख法に͍ͭ

て学ͼな͕Β、課ղܾྗཆ͏͜とΛ目指して͍るɻ樹木生理学、森林生ଶ学、

森林土壌学、森林美学など、෯広͍分野とؔ連͚ͮͨ、造林学の調査・研究の֤ख

法Λ学ͼな͕Β、自分͕ڵຯΛͭ࣋対のํ͚ͭݟ、研究のテーマ設定͔Β、課

研究ߦまͰのྗΛに͚ͭ、研究ࣨͰのա͝しํ、学Ϳ࢟などに͍ͭて学

Ϳ͜とΛا図して͍るɻ

現在、私、東京農業大学Ͱ造林学研

究ࣨΛओ࠻して͍るɻ研究ࣨに̍年生

͔Β在੶͢る学生͍る͕、大学Ͱの୯

Ґཤ修としてਖ਼式に̏年次͔Βೖࣨ

͢る͜とになͬて͍るɻͦのೖࣨしͨ̏

年生に研究ࣨͰの৺構͑として毎年し

て͍る͜とに次のΑ͏な͜と͕͋るɻ

林業における高齢化、࿑ಇ人ޱのݮগも大き
な課題ͩ
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ミズナラを主とした天然林ɻ天然林ではڥ保全と共にඒを݉Ͷඋえている森林が多い

木ࡐを;ΜͩΜにͬたカフΣɻ木を基調としたお店が૿えている
森林・林業にとͬては、い෩で͋る



�　

造林学ϫークブック

ᶃ主体的に学ぶこと

大学研究ࣨのΈなΒͣ、ʮ学Ϳʯと͍͏͜とओ体తな͕࢟ج本Ͱ͋るɻ自Β

͕ʮなͥなのͩΖ͏ʯと͍͏͍Λ๊͖、動తな࢟Ͱ調、ௌ͖औり、まとΊ

て͍࢟͘Ͱ͋るɻʮઌ生͕Կͬݴて͘れな͔͔ͬͨΒʯʮઌഐ͔Βฉ͍て͍な͔ͬ

ͨのͰʯと͍͏ݴ葉͍ݴ༁Λࣖに͢る͜と͕͋る͕、ͦの͍ͣれ͕ड動త、ड

͚తな͔࢟Βग़るݴ葉Ͱ͋るɻ

ᶄメモをこ·めにとること

私の研究ࣨͰ、毎िレϙートのఏग़Λ課して͍るɻ͜れԿし͍͜とͰ

な͍ɻし͔し、ͦのレϙートΛॻ͘に、メモΛৗにऔり、ॻͨ͘Ίのཁ素Λه

して͍͔な͚れ、͋とͰレϙートΛॻ͖ਐΊる͜とͰ͖な͍ɻͦのͨΊ、ৗに

චه用۩、ࢴ࣋ちา͘͜とΛೖࣨ࣌のガイダンスͰ学生に͢͢Ίて͍るɻ現在、

インターネットΛͬて様ʑな検索͕Ͱ͖、レϙートのテーマに͍ͭてパソコン

Λクリック͢るとͨちまち数多͘のใ͕ग़て͘るɻͦれΒΛコピーし、語ඌなど

Λアレンジしてʮレϙートʯとしてఏग़͢る学生͍る͕、ちΖΜͦれ論外Ͱ

͋るɻ

ᶅインターωットΑりもࢴഔ体の方がڧい

インターネット、ウΣブサイトにΑる検索ใ量大Ͱ͋り、ి子ۭ間ࣙॻの

Α͏な様相Λఄして͍るɻ͕ͩ、ͦれΒのใࠓ日Ͱ、まͨ͜れ͔Β玉石混

交Ͱ͋るɻなͥなΒ、ͦれΒのใ投ߘ自༝Ͱ͋る͔ΒͰ͋るɻͨと͑、Ԥ

͔Β͋るジャーナリスト͕དྷ日し、東京の໌࣏ਆٶのైΛ๚Ͷͨ͜と͕͋ͬͨɻͦ

の目తΛͨͣͶると、ʮ໌࣏ਆٶ、།一の原生林Ͱ͋るʯとインターネットͰ

հ͞れて͍ͨとの͜とͰ͋ͬͨɻ͍͏まͰな͘、໌࣏ਆٶ 1920 年に造成͞

れͨ人工林のైͰ͋り、ͦのհه事໌Β͔にޡりͰ͋るɻし͔し、༏美に然

とհ͞れͨインターネットのใ面͔Β間ҧͬͨه事と断͢る͜と一ൠに

し͍ɻ

ͦ͜Ͱචऀ͕͢͢Ίるの、ࢴഔ体、ͭまり本論จͰ͋るɻちΖΜ、本論

จͰ͋ͬて、ޡり͕͋るの͋るɻし͔しな͕Β、ͦれΒに一定の校ਖ਼作業

͕͋り、特に学ज़論จͰ༰Λਫ਼査͢る査ಡ（͞ど͘）のステップ͕͋るɻͦれ
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ΒΛܦてҹ͞れͨࢴഔ体のํΛॏ͘ݟるΑ͏にして͍るɻ

ᶆ「ݸ」をڧくすること

ʮدΒ、大樹の陰ʯと͍͏͜とΘ͕͋͟るɻΘれΘれ日本人にଞऀूஂのߟ

͑Λ断ج४とし、ʮΈΜなど͏͢るͩΖ͏ʁ　ʯʮとり͋͑ͣ、ΈΜなとಉ͡Α

͏にして͓͜͏ʯと͍͏ݴ動Λとる͜と͕実に多͍ɻͦのଞऀ本Ґ、社会本Ґ、大

多数本Ґ͕、人生哲学になͬて͍ると͍͑るɻ

し͔しな͕Β、学ज़面、特に科学研究に͓͍て、ͦれてまΒな͍͜と͕

多͘、ΉしΖฐとなる͜と͋るɻྺ࢙に͓͍てͦの͜とࣔ͞れて͓り、ブ

レイクスルー、大多数のҙ͔ݟΒͰな͘、͍͕͍ͨগ数のҙ͔ݟΒ生͡る

のͰ͋るɻʮΈΜな͕ͬて͍る͔Β、自分ʯと͍͏࢟Ͱ、ॲੈతに風͕

立ͭ͜とな͍͔しれな͍͕、ৗに二൪ઝ͡、ࡾ൪ઝ͡Ͱ͋り、ֵ新తな発ݟ

։発などͰ͖な͍ɻͦのͨΊに、ʮݸʯΛ͘͢ڧる͜と、ͦして༳る͗のな͍ݸ

人としてのҙ͑ߟ、ݟΛ࣋てるΑ͏になる͜とͰ͋るɻ

ᶇ様々なことにڵຯˍٙをͭ࣋こと、自分のڵຯを広͛ること

科学年ʑࡉ分Խし、ઌӶԽΛՃして͍るɻし͕ͨͬて、ݸʑの研究ピンϙ

イントのま͞に針のઌのΑ͏な、極にݶ定͞れͨテーマ対になͬて͍͘ɻ自

Βの研究ྖ域、ۭ間にݶ定͢る͜とΛʮଢ଼ᆵ研究ʯと表現͢る͜と͋るɻ

し͔しな͕Β、ͦ͏しͨݸผの研究、実ͦのྖ域、ྖ分͚ͩにとどまͬて͍

て、実ਐԽ͓ΑͼਂԽして͍͘͜とͰ͖な͍ɻͦの周ลྖ域とΑり、࣌

に全͘のผ次元のྖ域の研究にしΈ、ڵຯؔ৺Λͭ࣋͜とにΑͬて、ීஈの研

究にࢥΘ͵ޮՌతなヒントブレイクスルーΛͨΒ͢͜と͕͋るɻ͜れ学生の

ΈなΒͣ、大学教һ研究һにとͬて͑ݴるɻ様ʑな分野の研究ऀ͕ू͏ػ会͕

͋ͬて、自分のྖ域の間と͚ͩஊসΛして͓Λしてա͢͝人と、ҟྖ域の

͜とにؔ৺Λ͚、ͦ れΛָしΉ͜と͕Ͱ͖る人とͰ、研究の෯༰量͕ҟなるɻ

๛͔Ͱֵ新తな研究成ՌΛ生Ήの、様ʑな͜とにڵຯ、ؔ৺、ٙΛ࣋ち、自分

のੈքΛ広͛るऀͰ͋るɻ
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ᶈ自分のٙを大にする

現在実に͓ͼͨͩし͍数の研究論จ͕生産͞れて͍る࣌代Ͱ͋るɻインターネッ

ト͕ਐาし、ใୡ͕௨信ഔ体になͬͨ͜とにΑり、ͦの数͞Βに૿Ճしͨɻ

造林学、森林科学のؔ連分野͚ͩͰ、ੈք中ͰಡΈ切れな͍論จ͕ࠓ日生Έग़

͞れて͍るɻͰ、͜の論จの大量生産の࣌代にどのΑ͏な͜と͕大切なの͔ʁ　

ͦれ、自分のٙΛ大切に͢る͜とͰ͋るɻͭまり、数多͘の論จ͕生まれ、数

多͘の論จ͕一ͩސに͞れͣ٫͞れてしま͏ࠓ日͔ͩΒͦ͜、自分のٙΛ大切

に͢るのͩɻ自分͕࠷ෆͩٞࢥな、͑ߟてΈ͍ͨと͍͏ٙΛͥͻ研究テーマに

してΒ͍͍ͨɻʮΈΜな͕ͬて͍る͔Β、自分ͦれͰ…ʯʮઌഐに͘͢͢ڧΊ

Βれ͔ͨΒʯなどのड͚తな理༝͔ΒͦれΛ研究テーマに͢るのͰ͋れ、実に

体な͍͜とͰ͋るɻ

1�3　なͥ造林学͔ʁ　なͥ森林科学なの͔ʁ　

͜͜Ͱ࠶ͼ͑ߟてΈΑ͏ɻࠓなͥ造林学なの͔ʁ　Ҩ子工学、量子ྗ学、ήノ

ム研究、地ٿ環境科学など、様ʑなັྗతͰ࠷ઌの科学研究͕͋るɻなͥ造林学

なのͩΖ͏ʁ　

造林学と、森ͮ͘り、森林Λ保全͢る学研究Ͱ͋るɻͦの造林学、森のし

͘ΈΛ͑ߟる͜とͰ͋るɻ森林、ΘれΘれ人類とΑり、͜の地্ٿͰ࠷

大切な生ଶܥの一ͭͰ͋るɻ造林学ͦの森林のし͘Έ、生͔Βࢮ໓まͰのྲྀれ

Λ͑ߟ、森林の新ͨなՄ性Λߟ究͢る科学Ͱ͋るɻ

ͦして、͞Βに対のൣғΛ広͛て、ࠓなͥ林学、森林科学なの͔ʁ　と͍͏͜

と͑ߟてΈΑ͏ɻ森林͜の地ٿの大切なཁ素Ͱ͋る͜とに;れ͕ͨ、ͦの森林

現在ੈքの֤地Ͱػةతな状گΛܴ͑て͍るɻҧ法伐࠾Λ͡Ί、森林のݮগ

͍ΘΏるୈੈࡾքͰ特にਐΜͰ͍るɻ͚れど、ͦのୈੈࡾքに͓͚る伐࠾、

とと͑ݴ、ʮ発ల国ʯ͕ͦれΛҾ͖͜ىして͍るのͩɻଞํ、林産物څڙΛ͡

Ί、環境保全、保健ٳཆなど、森林のॏཁ性、धཁ性ීวతなのͰ͋るɻͭま

り森林科学、森林Λ対としͨ自然科学Ͱ͋るとಉ࣌に、生活環境社会生活Λ

Λ対としͨ生命哲学Ͱ͋り、美学Ͱ͋るɻܥち、森林生ଶ࣋る科学の面͑ߟ
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1�4　造林学研究ࣨͰの研究༰

ͦれͰ、͜͜Ͱ、චऀの所ଐ͢る造林学研究ࣨͰの研究の༰Λͬ͟と͝հ

しΑ͏ɻ

2023 年現在、全国の大学Ͱ、計 27の大学Ͱ森林科学Λ学Ϳ͜と͕Ͱ͖るɻし

͔しな͕Β、ͦ の͏ち、ʮ森林ʯΛ学科໊にؔして͍る大学なΜと 4大学（国立̎ɼ

私学̎）し͔な͍ɻ͜の͜と、͔ͭて 24 の大学Ͱʮ林学科ʯΛ有して͍ͨত

の࣌代と比るとま͞にִੈの͕͋ײるɻ現在の 27の大学の͏ち、海道大学、

大学、ͦしてখ生͕勤ٿླྀ、州大学、ख大学、東京大学、信州大学、੩Ԭ大学ؠ

務͢る東京農業大学の 8ͭの大学に造林学研究͕ࣨ͋るɻ

Ҏ下、චऀの造林学研究ࣨͰऔりΜͰ͍る研究のྫͰ͋るɻどの大学の研究

ࣨͰͦ͏Ͱ͋る͕、造林学の研究に新ͨなࢹ、新ͨな切りޱΛͨΒ͢͜とΛ

日৺ֻ͚て͍るɻ

w針葉樹人工林ʴ天然更新の広葉樹の造林モデル

森林科学は、生໋学でも͋り、自然のඒ学でも͋る
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w 間伐にΑる樹木͓Αͼ林分の成長มԽ

w植栽まͨ天然更新にΑる混交林、複層林の造成

w์置林に͓͚る植生調査

w有ػଶ素͔Βແػଶ素の物࣭॥環ա程

w広葉樹の๛ڟ周期、成長特性

w広葉樹林Խに͓͚る植栽樹種のΈ合Θͤ

wࣛ、ネズミ、ௗ類、ミミズ、類などの野生動物にΑる森林更新のؔΘり

w様ʑな挿し木苗のख法の։発

w林分、樹木にΑる菌根菌の比ֱと樹木の成長の影ڹ

w樹木の๕߳にΑるアレロパシーと成長ଅਐまͨͦの੍ޮՌ

w林分施業にΑる樹形のมԽ

w森林風ܠ、風致作用のॾཁ素

w…ͦのଞɿ์ 置林のඋख法、高齢林の成長調査、コケ্の散布種子の発ժと成長、

植栽苗木の樹木生理学త研究など

る͜と͕ͩ͋のࣅ௨、類ڞの研究テーマ、ଞ大学の造林学研究ࣨͰه্

Ζ͏ɻ

造林学研究室での調査研究
室内実験（ࠨ）と森林でのフィールド調査研究（右）の̎௨りが͋る
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චऀの造林学研究ࣨͰ、Ҏ下の̏ͭ͛ܝて͍るɻ

w าく研究室

造林学の研究、森林フィールドͰの調査͕ओ体Ͱ͋るɻͦれに、林地作業

道、͚の道Λ自分のͰา͖、実地に調る͜とͰ͋るɻͭまり、า͘͜と͕ج

本となるɻʮΑりૣ͘、Αり࣌間Λ有ޮにʯと、実習林調査林に自動ंͰ一ؾに移

動͢るํ͕ޮ率తと͢るํ͑ߟ͋る͕、本研究ࣨͦれに֘しな͍ɻなͥなΒ、

ͦの移動の間に、林縁林道、作業道Ͱ、研究の対となり、ヒントとなる

樹木、植物、野生生物のなど͕ͦ͜͜͜にݟΒれる͔ΒͰ͋るɻ自動ंͰの移動、

ͦ͏しͨوॏなػ会、ヒントΛΉ͟Ή͟とҳしてしま͏͜とになるɻ

筆者の造林学研究室では、าくことが基本
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w 考える研究室

造林学、実地に学ͼ、ߟ、ߟ究͢る学Ͱ͋るɻ

研究と͋ΒͨΊて͏ݴまͰな͘、͑ߟる͜とͰ͋るɻ͜͜Ͱ؊ཁな͜と、

、インターネット、ウΣブサイトのࠓࡢଓ͚るྗͰ͋るɻ͑ߟ、ଓ͚る͜と͑ߟ

検索ػ͕෯広͍ੈ代ͰΘれるΑ͏になり、Կ͔ٙΛ࣋て、クリック一ͭͰ

ԿΒ͔のʮճʯ͕ಘΒれる࣌代Ͱ͋るɻͦのฐのͨΊ͔、現在の大学生、大学

院生、ʮど͏してなの͔ʁ　ʯと͍͏ٙΛ๊͍て͔Β͙͢にͦの͑ΛٻΊる

ͦ、ɻʮ͏ーΜ͍ڧ͕ れΘ͔Βな͍ΜͩΑʯʮまͩΘ͔ͬて͍な͍テーマなのͩΑʯ

と͑ると、ʮ͑ͬ、なΜͰΘ͔Βな͍のʁ　ʯとᡰに落ちな͍إΛ͞れる͜と͕多

͘なͬͨɻし͔し、ちΐͬと͑ߟてΘ͔る͜とͰ͋る͕、ͦΜなに؆୯にͰ

͖るのͰ͋れ、に୭͔͕研究Λし、͑Λग़して͍る͜とͩΖ͏ɻ研究に、

͕͑ग़る͔ग़な͍͔Θ͔Βな͍ٙΛ๊͑ଓ͚るྗ͕ඞཁͰ͋るのͩɻ

元の樹木と土　こΜな当たりલのରにもະのൃ見はຬちている
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w 育てる研究室

චऀの研究ࣨͰ樹木とΑり、菌、࣌に動物など毎年育てて͍るɻ3

年生͔Β、自分自の挿し木苗Λ࣋ち、育苗Λ୲͢るɻベートーベンのୈ交

ͰΒれるシラー（1759ࢻの歌ʯのت曲のʮڹ ʵ 1805ɿ$IrJstoQI FrJeErJDI

WoO SDIJMMer）、l&tXBs NVss er seJO eJHeO OeOOeO,……oEer Eer .eOsDI XJrE NorEeO

VOE CreOOeO�zʮ人間に、Կ͔ʮ自分ののʯとݺͼ͏るの͕な͚れなΒ͵ɻ

͞な͍と、ࡴ人、์Րのし์になるͩΖ͏ʯとのݴ葉Λして͍るɻͭまり人

間に、ʮ自分に͜れ͕͋るʯと͑ݴるの͕ඞཁなのͩɻՈ༑人と͍ͬͨ人

間ؔΛ͡Ί、自分のॅま͍と͍ͬͨ物࣭తなの͋るɻͦ͜Ͱ、研究ࣨͰ、

ͦのʮ自分ののʯの一ͭとして樹木Λ対とし、相対してΒ͍͍ͨと͍ࢥ、挿

し木の育苗Λ毎年͓͜なͬて͍るɻ

ຖ年の造林研 3年生のૠし木実習　一人一樹種を担当する
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＜造林学　学びのポイント　①＞

以下のポイントについて考え、自分の考えを整理してみよう。

1. 自分が森林科学を学ぶことを選んだ理由にはどのようなことがあるだろうか？

2. 現在の世界の森林、日本の森林にはどのような課題があるだろうか？

3. 自分が森林科学を学ぶ学科には、どのような研究室があるだろうか？

4. 自分が学んでいる学科の先生方が取り組んでいる研究にはどのようなものがあるだろうか？

๚した研究室のଔ業論文、修士論文、ത士論文も
��ಡ·ͤていたͩこう





おわりに / 謝辞

毎年のことであるが、卒論をうまく書けずに悩む 4 年生がいる。手法やまとめ方

で悩むのではない。「一体どうしたらいいのかわからない」という根本的なことで悩

むのである。3 年次までは比較的に順調であった。レポートや課題も提出していた。

しかしながら、いざ自分で「自分の研究」を始めるとなると、何をどうしたらいい

かわからなくなってしまう。これまでは、ただ何となく実習のグループに乗ってい

ただけだったのだ。本書を書いたきっかけの一つは、そんな学生の姿であった。

何か問題を抱えた時、その問題を抱えている場から一時的に離れ、他所の場所で

過ごしてみると、その問題を客観的に眺めることができ、落ち着いて俯瞰できるこ

とがある。例えば、他の研究室に顔を出してみると、自分の研究室での流儀とは異なっ

た雰囲気、視点で、問題を考え直すことができたりする。本書もいかがだろうか？

　読者のみなさんの過ごしている大学、研究室、また職場や家庭とはかなり異なっ

た視点を持っていることだろう。でも、その中で何か新しいヒントやひらめくこと

はないだろうか？

問題は、そのままドーンと受けるのではなく、小さな要素に分解してみると、そ

の難しさがほぐれていくことがある。卒論が書けない場合も、自分の興味の対象は

何か？　その対象にアプローチするにはどんな方法があるか？　その中で実際に調

べられそうなことは何か？　などなど、一つ一つのステップに区切っていくと、漠

然と硬直していた難題も少しずつ軟化していく。本書のどこかにそのヒントが見つ

かれば幸いである。

本書の執筆に当たっては、理工図書のみなさまに大変お世話になりました。また、

森林科学、造林学を共に学んでいる先生方、学生諸子にも常日頃大変お世話になり

ました。ここに重ねて感謝申し上げます。そして、全国各地の森林で出会った皆様

方にも厚く感謝申し上げます。最後に、東京農業大学　造林学研究室のみなさまに

心より感謝申し上げます。

2023 年　立春　

世田谷に残る雑木林にて　

筆者 　
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